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児童虐待防止医療ネットワーク事業に関する検討会報告書（骨子案） 

 

これまでの検討会の事例報告や各委員のご意見、研究成果等を踏まえて作成し次回検討

会で提示予定。 

 

１．はじめに 

 ・児童虐待対策の概要  

・児童虐待対応における医療機関の役割 

医療機関や医療関係者の通告義務 

・医療機関における児童虐待対応の現状と課題 

医療機関経由の児童虐待相談対応件数の推移 

   院内児童虐待対応組織の設置状況 

 ・児童虐待防止医療ネットワーク事業の経緯と目的 

 

２．医療機関における児童虐待の早期発見・早期対応の推進 

  ・院内の組織的対応の意義 

リーダーとコーディネーターの役割 

院内児童虐待対応組織の基本と発展 

  ・拠点病院明確化の意義 

    地域の医療機関からの相談・紹介先の明確化（事例、院内児童虐待対応組織構

築） 

医療機関間連携の促進 

行政等地域の関係機関と医療機関の連携の促進 

    研修や事例検討会、結果の還元等による平素からの関係構築 

地域の医療機関の児童虐待対応の底上げ 

 

３．児童虐待の発生予防や診療体制の重要性 

  

４．終わりに 

  ・児童虐待防止医療ネットワーク事業の活用 

 

（参考１）地域の取組事例（検討会の事例報告や研究報告から） 

（参考２）児童虐待防止医療ネットワーク事業の評価指標案 


